
公園事業特定計画調査

令和６年度　～　令和７年度　（２年間） 神戸市

①緑の基本計画を策定する。（０％→100％）
②各地域の顔となる拠点的な公園を10公園設定し、配置計画等を見直す。

① 緑の基本計画の策定

② 各地域の顔となる拠点的な公園

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

　令和８年度　神戸市建設事業外部評価委員会

　神戸市ホームページに記載

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） R６ R７

A-1 公園 一般 神戸市 直接 30

小計 30

Ｂ　関連社会資本整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接

小計

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

神戸市 神戸市公園事業特定計画調査 緑の基本計画の改定 神戸市

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）

2026/   /    

（事業箇所）

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ｂ - Ｃ -

効果促進事業費の割合
全体事業費

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

30百万円 Ａ 30百万円

計画の名称

計画の期間 交付対象

-0% 100%

０公園 - 10公園

本市では、「緑とともに永遠に生き続ける都市=緑生都市」を基本理念として、平成12年度に神戸市緑の基本計画（グリーンコウベ21プラン）を策定し、中間目標年である平成22年度に改定を行いなが
ら、計画に基づき緑の政策を進めてきた。この度、令和７年度当該計画の目標年を迎えることから、令和８年度以降に向けた新たな緑の基本計画を策定する必要がある。
本市では、昭和46年からグリーンコウベ作戦を開始したことにより、緑とオープンスペースの量的拡大が進んだ一方で、人口減少・高齢化が進んでおり、時代のニーズに合わず充分に活用できていない
状況にある。
これらを踏まえ、広域的な観点から市内都市計画区域における公園緑地の適正な配置・保全及び緑化のための施策を定めるとともに、多様なまちの変化に応じた公園計画の見直しを行う。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
（R６当初） （R７末）

0%

社会資本総合整備計画　事後評価書　（案）

計画の目標

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容 市町村名

港湾・地区名

公表の方法

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
工種 （延長・面積等）



Ｃ　効果促進事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接

小計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）工種

備考

事業実施期間（年度）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

最終実績値

最終目標値

目標値と実績値

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

10公園

指標①：
緑の基本計画を
策定する。
（０％→
100％）

100%

100%

・令和８年４月に計画を策定し、目標を達成した。

本事業は計画策定に係る事業であり、定量的指標として「神戸市みどりの基本計画2050」の策定（1計画）を設定した。
計画の策定においては、現行事業の方向性も踏まえ、公園・緑地施策の基本理念、将来像、施策体系を整理し、予定どおり令和８年４月に策定・公表を行った。
公表後は、新たな計画のもと各種事業を進めている。

指標②：
各地域の顔とな
る拠点的な公園
を10公園設定
し、配置計画等
を見直す。

具体的な公園は示さない
方針へ変更

・本計画は、目標年次を2050年としているが、みどりを取り巻く社会経済情勢は今後も変化するものと予想されるため、施策の実施状況の評価や、社会経済情勢の変化等を総合的に勘案しながら、10年を目処に計画の見
直しを図る予定。

・公園の規模や種別にかかわらず、まちのにぎわいを創出する公園を「拠点公園」に位置づけ、まちづく
りの拠点となる公園として再整備を行っており、平成30年からこれまで６公園を整備してきた。
・拠点公園の設定については、計画期間が25年と長期にわたるため、計画を推進する中で社会経済情勢の
変化に柔軟に対応することが必要となる
・具体的な公園を設定せず、社会経済情勢の変化やニーズに応じた拠点公園の整備を継続する方針とし
た。

・計画策定にあたってはパブリックコメントや審議会を通じて、市民や有識者の意見を取り込みながら、みどり施策の方向性や施策体系を整理し、市民に分かりやすく
伝えるための基礎資料を整備し、計画を策定した。
・また、計画を本編と施策編に分けて、本編のページ数を削減することにより、より市民に手に取ってもらいやすくなったため、市民のみどりに対する理解が深まるこ
とが期待できる。
・さらに現在、本計画の認知拡大のための広報ツールの作成を進めており、完成後は神戸のみどりに対する機運醸成や新たな参画についても期待される。


